
  教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子ども 

 

 

 

 

 

 ７月２２日から８月１８日まで夏休みになります。２１日の全校朝会で次のような話をしました。 

 

明日から２８日間の夏休みに入ります。 

自分で自由にできる時間が多くなり、楽しみにしていると思います。みなさんの楽しみがさらに広がるよ

うに三つのことをお話します。 

一つ目は、「目標をもつ」ことです。自分でいい目標を決めるとやる気がわきます。自分の好きなこと、興

味のあることについて深く追究してみる。夏休み終りの輝かしい自分を想像してみる。自分にピッタリ合っ

た目標を立て、目標達成に近づいたり、目標が達成できたりした時には本当に楽しいと感じます。 

二つ目は、「記録する」ことです。その日したことや感じたことや考えたことを記録する。たまった記録

は自分の頑張りの証として、自信につながります。新たな課題が見えて、さらなるやる気がわいてきます。

やりがいある楽しみを感じます。 

三つ目は、「健康でいる」ことです。事故にあわない、安全なくらしを。健康であってこそ楽しいのです。 

夏休み中は交通事故にあわないように十分気を付けて、けじめのある生活をするように各学級でも話を

しました。８月１９日の授業再開日にはエネルギーを蓄えた１３８名が元気に顔をそろえられるよう願っ

ています。 

本校では、いじめは大人が気づきにくいものであるという事実を重く受け止め、

「子どもがいじめられたと思えば、いじめである。」を大前提として、「干布小学

校いじめ防止基本方針」を改訂しました。チームで生徒指導に当たり、いじめ防

止対策をすすめています。その一つである本委員会を７月１９日に開催しました。

学校のいじめの現状を報告し、校外委員の方々からは貴重な意見を頂戴しました。 

・いじめに関わった一人一人の理解が基本。保護者の意見は貴重な資料である。 

・アンケートで発見できた数が多いが、それでも隠れているものがあるはず。担

任が発見する目を磨くとともに、チームで補い合えるようにしたい。 

・認知には、担任の労力がいるが、そのいじめを解決すれば授業も進むはず。い

じめも学習意欲も、みな絡み合っていることだから。 

・親同士、大人同士の仲が良いことが前提になる。保護者の研修も必要だ。 

・大人自身がよく考え、誠実に生きる。子どもから信じられる大人になること。 

【６月の「いじめ発見児童アンケート」「いじめに関する保護者アンケート」 

についてのご報告】 

いじめにあたる行為をされていると答えた児童は 55 名でした。また、保護者からの訴えは 21 件でした。

これらを貴重な資料として、各担任が個別面談をしました。その上で、いじめの認知は 45 件となり、市教

委へ報告しました。14 件は、ほぼ解消しましたが、それ以外は継続して指導・見守りをしていきます。 
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☆必要に応じて臨床心理士を招聘 
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７月の授業—「学びを広げる時期」の指導 

——— 学んだことを使って考える ——— 

 左側の写真は、生活科で交流しているお年寄りとの「買い

物ゲーム」を楽しむ２年生です。２年生は、算数「どんどん

使おう１００より大きい数」で、それぞれの位の数が１０に

なると、次の位に進むことなどの数の大きさや仕組みを学ん

だところでした。この日は、楽しみにしていたお年寄りとの

買い物ゲームです。「ちょうど千円になる」ことを目指してい

ました。いろんな物の値段を実生活どおり税込み価格
．．．．．

で組み

合わせ、同じ位の数をたして、繰り上げて、また次の位の数

をたしてと、何度も何度も繰り返していました。そして、「千

円ぴったりできた」の声に、大歓声が上がりました。 

右側の写真は、３年後(？)に新しくなる「干布小のプールをデザインしよう」ということに取り組んで

いる６年生です。算数をはじめ各教科の学習は、生活に密接なものです。この度は、自分の夢のプールを

設計するためにと、一人一人が「角柱と円柱の体積」の学習

目的をはっきりもてるように工夫しました。現在のプールの

体積と比べながら、自分の夢のプールのデザインやその説明

に熱心に取り組んでいました。 

新しい課題に出会った時、今までの既習経験を頼りに考え

ることは、日常生活でもよく行うことです。学習したことは、

実生活で使えてこそ確かな学力として身に付きます。算数の

学習が他教科の学習や行事の中で生かされ広がっていくよう、

それぞれのつながりを意識した学校生活（学校生活創造カレ

ンダー）づくりの充実を図っていきます。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の予定 

１日（月）プール開放 

１２日（金）～１５日（月）学校閉庁 

１７日（水）プール開放 

１８日（木）プール開放 

職員会議・安全点検 

１９日（金）授業再開 全校朝会 

      給食開始 学校保健委員会 

２１日（日）ＰＴＡ奉仕作業 

２２日（月）発育測定 児童会委員会活動 

      夏休み作品展～２６日 

      さわやか週間②～２６日 

２３日（火）クラブ活動 

２５日（木）校内水泳記録会 

２６日（金）プール納め 

２９日（月）代表委員会 すもう練習 

３０日（火）全校朝会 クラブ活動 

３１日（水）２年校外学習 


